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(57)【要約】
　本発明は、おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失
禁防汚用品などの吸収性物品に関するものであり、当該吸収性物品の少なくとも一部分が
、少なくとも１つの親水性領域及び少なくとも１つの疎水性領域のパターンを含み、前記
少なくとも１つの親水性領域及び／又は少なくとも１つの疎水性領域が前記吸収性物品の
一部分上のコーティングとして存在することを特徴とする。その被覆された部分は、好ま
しくは液体透過性のトップシートである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失禁防汚用品
などの吸収性物品であって、当該吸収性物品の少なくとも一部分が、少なくとも１つの親
水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも１つの親水
性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分上にコーテ
ィングとして存在することを特徴とする、吸収性物品。
【請求項２】
　前記部分が液体透過性カバーシートである、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記パターンが規則的である、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、少なくとも１つの親水性領域の面に対して上部に
ある、請求項１から３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記親水性領域が１つの連続する疎水性領域に取り囲まれている、請求項１又は４に記
載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記親水性領域が円の形状を有する、請求項５に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記親水性領域又は疎水性領域の少なくとも一部分が１００μｍ未満の直径を有する、
請求項１、４、５、又は６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記パターンを含む吸収性物品の部分が、規則的なパターンの穿孔を有する有孔プラス
チックフィルム又は不織布であり、親水性領域が前記穿孔に一致して適用されている、請
求項２に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの親水性領域が、ポリ電解質の層、特にポリ電解質の多層によって
形成される、請求項１から８のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記親水性領域が、水素供与基を含む少なくとも１つのポリマー及び／又は水素受容基
を含む少なくとも１つのポリマーによって形成される、請求項１から８のいずれか一項に
記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記ポリ電解質の多層が、少なくとも１つのポリカチオン性ポリマーと少なくとも１つ
のポリアニオン性ポリマーとのレイヤーバイレイヤー（ＬＢＬ）堆積によって得られる、
請求項９に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記ポリカチオン性ポリマーが、カチオン性又はカチオン変性ポリサッカリド、ポリア
リルアミンホモ又はコポリマー、ポリビニルアミンホモ又はコポリマー、あるいはポリエ
チレネミンから選択される、請求項１１に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記ポリアニオン性ポリマーが、（メタ）アクリル酸ホモ又はコポリマー、及びアニオ
ン性又はアニオン変性ポリサッカリド誘導体から選択される、請求項１１に記載の吸収性
物品。
【請求項１４】
　前記親水性領域を構成するポリマーが架橋されている、請求項９から１３のいずれか一
項に記載の吸収性物品。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分が有する親水性コーティン
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グ上の部分的なコーティングとして存在し、少なくとも１つの疎水性領域によって被覆さ
れていない親水性コーティングの領域が、少なくとも１つの親水性領域を形成する、請求
項１から１４のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、ブロックコポリマーの少なくとも１つの疎水性部
分又は疎水性の主鎖を含むグラフトポリマーによって形成される、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの親水性領域及び少なくとも１つの疎水性領域のパターンが、（ｉ
）少なくとも１つの疎水性部分とカチオン性又はアニオン性基を含む少なくとも１つの親
水性部分とを有するブロックコポリマー、あるいは（ｉｉ）カチオン性又はアニオン性基
を含む少なくとも１つの親水性側鎖がグラフト化された、疎水性の主鎖を含むグラフトポ
リマーの層を、ポリ電解質の層、特に前記親水性部分又は親水性側鎖に対して反対電荷を
示すポリ電解質ポリマー層を上層として有する多層の上にスタンプすることによって得ら
れる、請求項１から９及び１１から１３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１８】
　更に別のポリ電解質多層の１つ以上の柱が、少なくとも１つの親水性領域に堆積されて
いる、請求項１５又は１７に記載の吸収性物品。
【請求項１９】
　少なくとも１つの親水性領域が、吸収性物品の疎水性部分上でパターンを形成する、請
求項１から１４のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項２０】
　前記吸収性物品の疎水性部分が、少なくとも１つの親水性領域でコーティングする前に
、高エネルギー表面処理に供される、請求項１９に記載の吸収性物品。
【請求項２１】
　前記高エネルギー処理がパターン形状で適用される、請求項２０に記載の吸収性物品。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの親水性領域が、水素供与基を有する１つの中性ポリマーと水素受
容基を有する１つの中性基との交互の層によって形成される、請求項２０に記載の吸収性
物品。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの親水性領域が、架橋された親水性ポリマーを含む、請求項２０又
は２２に記載の吸収性物品。
【請求項２４】
　少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の親水性部分上にパターンを形成する、請
求項１から７及び１６のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項２５】
　おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失禁防汚用品
などの吸収性物品用の液体透過性カバーシートであって、当該カバーシートが、少なくと
も１つの親水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも
１つの親水性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分
上のコーティングとして存在することを特徴とする、吸収性物品用の液体透過性カバーシ
ート。
【請求項２６】
　前記コーティングが請求項２から２４のいずれか一項に規定のものである、請求項２５
に記載のカバーシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失
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禁防汚用品などの吸収性物品に関するものであり、当該吸収性物品の少なくとも一部分は
、親水性領域及び疎水性領域のパターンを含む。
【背景技術】
【０００２】
　現在において存在する吸収性物品は、多くの場合において着用者の身体の近接に配置さ
れる液体透過性のカバーシート、着用者の身体から離れて配置され、且つ、着用者の被服
に近接して配置されている液体非透過性のカバーシート（バックシート）、並びに液体透
過性トップシートと液体非透過性バックシートとの間に介在する吸収層を備えている。
【０００３】
　トップシートとして不織布及び有孔フィルム材料を使用することは通例である。双方の
材料は、本質的に疎水性の合成ポリマー、例えば、ポリエチレン又はポリプロピレンから
一般的に製造される。
【０００４】
　疎水性材料は、表面上で体液を吸収する傾向をほとんど示さず、体液が通過して吸収層
に吸収された後に、その表面は使用者にとって非常に気持ちが良い乾燥した感触を生じさ
せる。疎水性材料は頻繁に不十分な湿潤性に悩まされているため、それらを湿潤剤、例え
ば、水との接触及び液体透過性を促進する界面活性剤で処理することが知られている。し
かしながら、それらの水に結合する能力により、親水性材料は、体液の放出で望ましくな
い濡れた感触を生じさせる傾向がある。
【０００５】
　完全に親水性又は疎水性の材料は、かくして、吸収性物品の着用者の矛盾する要求を満
足することができない。その様な材料は、多くの場合に必要とされる、それらの有益な特
性を使用させない。さらに、完全に疎水性ではなく、且つ、完全に親水性でもない材料は
、吸収性材料において健康的な環境を促進しうる。健康的な環境としては、体液又は汗を
放出しながら、着用者の皮膚が、おむつかぶれの最も頻度の高い要因の一つである水分過
剰になる傾向がない、特に低湿度な環境であると解される。
【０００６】
　さらに、自己集合性ポリマーのナノスケールのフィルムは、各種の技術分野において既
知であり、近年では非常に興味深いものとして注目されている。これらのナノスケールの
フィルムは、典型的には、互いに相互作用することが可能な官能基を有する２つのポリマ
ーの単分子層の交互の堆積によって形成される。これらの研究の多数が、各々の堆積後の
表面電荷の逆転に基づく、カチオン性ポリマーとアニオン性ポリマーとのレイヤーバイレ
イヤー堆積（ＬＢＬ堆積と略称される）を用いて実施されており、最も良好な試験された
システムは、ポリ（スチレンスルホネート）／（ポリアリルアミン塩酸）（ＰＳＳ／ＰＡ
Ｈ）である。
【０００７】
　ＵＳ　２００５／００６９９５０　Ａ１は、オリゴペプチドの適切な設計に基づく薄膜
、コーティング、及びマイクロカプセルの微細加工法を開示している。薬剤送達がマイク
ロカプセルとの関連で議論されている。さらに、使い捨ておむつが、この文献によって意
図されたペプチドについての多数の可能性がある用途の中の１つとして言及されている。
生物医学的な用途がより詳細に記載されている。
【０００８】
　ＵＳ　５，８０７，６３６、ＵＳ　５，７００，５５９、及びＵＳ　５，８３７，３７
７は、基材、前記基材上のイオン性ポリマー層、及び前記ポリマー層にイオン結合した不
規則なポリ電解質コーティングを含む水性環境において使用するための親水性物品に関す
る。おむつ及び他のライナーが、この教示の多数の潜在的な用途の内の１つとして言及さ
れている。
【０００９】
　ＷＯ　００／３２７０２は、例えば、２つの相互作用するポリマー、好ましくは製紙に
おいて乾燥強度剤及び湿潤強度剤として典型的に使用されるアニオン性ポリ電解質及びカ
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チオン性ポリ電解質のレイヤーバイレイヤー堆積によって製造される繊維、フィラー粒子
、又は他の粒子を含有する紙又は不織製品を開示している。したがって、この文献は、紙
製品の引張強度も評価している。
【００１０】
　ＬＢＬ技術に関するさらに別の文献は、例えば、ＷＯ　２００５／０５８１９９ Ａｌ
； ＵＳ ５，２０８，１１１； ＵＳ ５，５１８，７６７； ＵＳ ５,５３６，５７３； 
ＵＳ ６，１１４，０９９； ＵＳ ６，４５１，８７１； ＵＳ ６，４９２，０９６； Ｕ
Ｓ ２００３／１５２７０３； ＵＳ ２００４／００８６７０９； ＷＯ　２００５／０３
２５１２； ＵＳ ２００４／０１３７０３９； "Ａ.　Ａ.　Ａｎｔｉｐｏｖ ｅｔ　ａｌ 
.　, Ｓｕｓｔａｉｎｅｄ Ｒｅｌｅａｓｅ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ｏｆ　Ｐｏｌｙｅｌｅ
ｃｔｒｏｌｙｔｅ Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ Ｃａｐｓｕｌｅｓ； Ｊ.　Ｐｈｙｓ .　Ｃｈｅ
ｍ.　Ｂ ２００１, １０５, ２２８１－２２８４"； "Ｍ.　Ｆｒｅｅｍａｎｔｌｅ, Ｐｏ
ｌｙｅｌｅｃｔｒｏｌｙｔｅ Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒｓ； Ｓｃｉｅｎｃｅ ＆ Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ (２００２), ４４－４８"； ＵＳ ２００４／００４７９７９ Ａｌ； ＵＳ 
５，８８５，７５３；及びＷＯ　２００４／０７６７７.　Ａ２である。
【００１１】
　ＬＢＬとは関係なく、おむつにおける多層構造に関する１つの文献も存在する。ＷＯ　
２００５／０２３５３６は、液体取り入れ機能を有する少なくとも１つの第一のミクロ層
フィルム領域、液体取り込み及び分配機能を有する少なくとも１つの第二のミクロ層フィ
ルム領域、液体保持機能を有する少なくとも１つの第三のミクロ層フィルム領域、及び液
体障壁機能を有する少なくとも１つの第四のミクロ層フィルム領域を含む吸収性物品を開
示している。これら第一、第二、第三、及び第四のミクロ層フィルム領域を共押出加工し
、互いに集合させて、単一のミクロ層フィルムシステムを形成させる。しかしながら、こ
れらの層は明らかに、ｎｍの範囲を超える厚みを有し、自己集合しない。
【特許文献１】ＷＯ　２００５／０５８１９９ Ａｌ；
【特許文献２】ＵＳ ５，２０８，１１１
【特許文献３】ＵＳ ５，５１８，７６７
【特許文献４】ＵＳ ５,５３６，５７３
【特許文献５】ＵＳ ６，１１４，０９９
【特許文献６】ＵＳ ６，４５１，８７１
【特許文献７】ＵＳ ６，４９２，０９６
【特許文献８】ＵＳ ２００３／１５２７０３
【特許文献９】ＵＳ ２００４／００８６７０９
【特許文献１０】ＷＯ　２００５／０３２５１２
【特許文献１１】ＵＳ ２００４／０１３７０３９
【特許文献１２】ＵＳ ２００４／００４７９７９ Ａｌ
【特許文献１３】ＵＳ ５，８８５，７５３
【特許文献１４】ＷＯ　２００４／０７６７７
【特許文献１５】ＷＯ　００／３２７０２
【特許文献１６】ＵＳ　５，８０７，６３６
【特許文献１７】ＵＳ　５，７００，５５９
【特許文献１８】ＵＳ　５，８３７，３７７
【特許文献１９】ＵＳ　２００５／００６９９５０　Ａ１
【非特許文献１】Ａ.　Ａ.　Ａｎｔｉｐｏｖ ｅｔ　ａｌ .　, Ｓｕｓｔａｉｎｅｄ Ｒｅ
ｌｅａｓｅ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ｏｆ　Ｐｏｌｙｅｌｅｃｔｒｏｌｙｔｅ Ｍｕｌｔｉ
ｌａｙｅｒ Ｃａｐｓｕｌｅｓ； Ｊ.　Ｐｈｙｓ .　Ｃｈｅｍ.　Ｂ ２００１, １０５, 
２２８１－２２８４
【非特許文献２】Ｍ.　Ｆｒｅｅｍａｎｔｌｅ, Ｐｏｌｙｅｌｅｃｔｒｏｌｙｔｅ Ｍｕｌ
ｔｉｌａｙｅｒｓ； Ｓｃｉｅｎｃｅ ＆ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ (２００２), ４４－４８
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上述の観点から、本発明の１つの技術的な主題は、完全に疎水性又は完全に親水性の材
料を用いる欠点を避けるか又は緩和して吸収性材料を提供することである。
【００１３】
　本発明の１つの更なる技術的な主題は、親水性及び疎水性材料の特性をより有効的に使
用することである。
【００１４】
　本発明の１つの更なる技術的な主題は、吸収性物品のある部分が有益な様式で材料の感
触、液体透過、又は吸収性物品内の健康的な環境などの少なくとも１つの関連する特性に
寄与し得る、吸収性物品を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失
禁防汚用品などの吸収性物品であって、前記吸収性物品の少なくとも一部分が、少なくと
も１つの親水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも
１つの親水性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、前記吸収性物品の部分
上のコーティングとして存在する、吸収性物品に関する。
【００１６】
　本発明によれば、親水性領域及び疎水性領域、特にそれらのパターンを含むコーティン
グを有する吸収性物品の部分を提供することによって、完全に親水性又は疎水性の材料の
欠点が克服できるか又は緩和できることが見出された。それによって、特に、使用者に最
大限の利益を生じさせるように親水性及び疎水性領域を配置することができるため、親水
性及び疎水性材料の特性を経済的な様式で利用する。親水性領域は、吸収性物品内で頻繁
に生じる湿っぽい空気から水滴を凝縮させ、且つ、固定することが可能であり、疎水性領
域は、完全に親水性材料と多くの場合に関連する不快な濡れた感触の低減に寄与する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は、おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失
禁防汚用品などの吸収性物品であって、前記吸収性物品の少なくとも一部分が、少なくと
も１つの親水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも
１つの親水性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、前記吸収性物品の部分
上のコーティングとして存在する、吸収性物品に関する。
【００１８】
　前記コーティングは、吸収性物品の処理した部分の表面全体又はその一部分のみを被覆
して良い。親水性及び疎水性領域があるパターンに配置される。
【００１９】
　本明細書で使用する用語「パターン」は、親水性領域及び疎水性領域のいずれもが表面
全体を被覆するのではないような、表面上の要素の意図的な配置を意味する。パターンは
、幾何学的又は反復的あるいはその双方であって良い。前記パターンは規則的又は不規則
的であって良く、前者が好ましい。前記パターンは、少なくとも１つの親水性及び２以上
（例えば、少なくとも２、少なくとも５、少なくとも１０、少なくとも５０など）の疎水
性領域あるいは少なくとも１つの疎水性領域及び２以上（例えば、少なくとも２、少なく
とも５、少なくとも１０、少なくとも５０など）の親水性領域を含んで良い。
【００２０】
　親水性領域及び疎水性領域の被覆率は特に限定されないが、例えば、１／９９から９９
／１、５／９５から９５／５、１０／９０から９０／１０、又は２０／８０から８０／２
０であって良い。
【００２１】
　「疎水性」としては、好ましくは、水を用いて当該物質のみからなる滑らかな平面を濡
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らすと９０°より大きい液滴接触角を生じる特定の物質からなる分子の材料又は部分であ
ると解される。逆に言えば、９０°未満の水滴接触角を生じるか又は水滴が表面に自然と
広がる滑らかな平面（表面の粗さによる効果は生じない）は、典型的には「親水性」であ
ると解される。接触角が、以下の事項を考慮に入れて、ＴＡＰＰＡＩ ｍｅｔｈｏｄ　Ｔ
５５８ＰＭ－９５　（１９９５）に従って測定して良い：
１．試験しようとする材料は、２３℃、５０％の相対湿度に適切な期間（少なくとも４時
間）に亘って測定前に順応させる。測定は、温度と湿度が調節された（２３℃及び５０％
の相対湿度）部屋で実施する必要がある；
２．試験しようとする材料は、例えば業者による推奨に従って、両面接着テープを用いて
標準的なサンプルホルダーに貼り付けることが可能な材料の単層として存在するべきであ
る；
３．適切な測定パラメーターは：
ａ）液体、試薬品質の水
ｂ）５μｌの液滴容量
ｃ）結果を平均化するために測定するべき液滴の数：２５
ｄ）Ｔ５５８ＰＭ－９５及び本解説が本明細書で特定の測定条件を扱えないという仮想的
な場合には、試験装置の製造業者によって推奨されているデフォルト値を使用して良い。
適切な試験装置の業者の名称は、ＴＡＰＰＥＩ試験方法の装丁本において認められるか、
又はＴＡＰＰＩ情報資源センターから得ても良い。好ましい装置は、Ｆｉｂｒｏ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ＡＢ，Ｓｔｏｃｋｈｏｌｍによって製造されており、ＦｉｂｒｏＤａｔ（登録商
標）で市販されている、例えば、ＦｉｂｒｏＤａｔ　１１００接触角試験装置である；
４．接触角値が時間と共に変化する材料（例えば、親水性の吸収性物品）については、液
滴を供した０．０５秒後に測定を実施する；
５．非常に疎水性の表面については、液滴が玉のようになり試験装置の表面を転がるため
、接触角測定は上手くいかない。これらの表面は超疎水性であると解される。
【００２２】
　「吸収性物品」として、としては、尿、水様便、女性の分泌物、又は月経液などの体液
を吸収可能な物品であると解する。これらの吸収性物品は、おむつ、おむつパンツ、パン
ティーライナー、サニタリーナプキン、又は失禁防汚用品を含むが、それらに限らない。
【００２３】
　その様な吸収性物品は、使用の間に着用者の身体に面する液体透過性のカバーシート（
トップシート）を有する。それらは液体不透過性のカバーシート（バックシート）、例え
ばプラスチックフィルム、プラスチック被覆不織布、又は疎水性不織布、及び一般的には
液体透過性トップシートと液体非透過性バックシートとの間に吸収層（コア）をさらに含
むが、常に含むわけではない。吸収層がない幾つかの吸収性製品、例えば、商品名「Ｆｒ
ｅｓｈｎｅｓｓ　ｅｖｅｒｙｄａｙ」と関連する各種の商標で本出願人によって市販され
ている特定のパンティーライナーでは、トップシート及びバックシートの吸収能が、少量
の女性の分泌物を吸収するには十分である。
【００２４】
　本発明の好ましい実施態様によれば、少なくとも１つの疎水性領域及び少なくとも１つ
の親水性領域を含む部分は液体透過性カバーシートである。
【００２５】
　任意に、織材料又は発泡材料の少なくとも１つの更なる層を、吸収層とトップシートと
の間に配置する。少なくとも１つの更なる層は、例えば、
・多層トップシートを形成するトップシートに結合し、
・いわゆる「捕捉／分配層」として、トップシートを透過する体液の除去、及び／又は吸
収層の表面全体に亘る体液の取り込みの助力となるか、又は
・吸収層のコアラップに属する
ものであって良い。
【００２６】
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　適切なトップシートは、織材料及び不織材料（例えば、繊維の不織布）、開口プラスチ
ックフィルムなどのポリマー材料、例えば、開口形成熱可塑性フィルム及びハイドロフォ
ーム熱可塑性フィルム；多孔質発泡体；網状発泡体；網状熱可塑性フィルム；並びに熱可
塑性スクリムなどの広範な材料から製造されて良い。適切な織材料及び不織材料は、天然
繊維あるいは天然繊維と合成繊維との組み合わせを含んで良い。トップシートの全体又は
一部を含んで良い適切な合成繊維の例は、ポリアミド（例えば、ナイロン）、アクリル（
例えば、ポリアクリロニトリル）、芳香族ポリアミド（例えば、アラミド）、ポリオレフ
ィン（例えば、ポリエチレン及びポリプロピレン）、ポリエステル、ブタジエン－スチレ
ンブロックコポリマー、天然ゴム、ラテックス、スパンデックス（ポリウレタン）、及び
それらの組み合わせを含むが、それらに限らない。２つ以上のタイプの反復単位を含有す
る合成繊維は、各高分子鎖内において（例えば、コポリマー）、高分子鎖の間で（例えば
、ホモポリマーブレンド）、あるいはそれらの組み合わせ（コポリマーブレンド）におい
て分子レベルで反復単位を結合させることにより生じるか、又はそれらは、異なるナノス
ケール、ミクロスケール、又はマクロスケールの相で最も高いスケールのレベルで反復単
位を結合させることにより生じる（例えば、多成分繊維）。多成分繊維の各成分は、ホモ
ポリマー、コポリマー、又はそれらのブレンドを含んで良い。二成分繊維は、多成分繊維
の一般的な種類である。コポリマー中の二以上の反復単位を無作為に配列させるか、又は
各タイプを交互に配列させる。異なるタイプの反復単位のブロックは、各々の末端で他方
と結合するか（ブロックコポリマー）、又は反復末端と少なくとも１つのブロックとの間
で結合して良い（グラフトコポリマー）。
【００２７】
　不織材料は、繊維及び不織材料がほぼ同時に形成される直接押出加工法によって、又は
異なる後の時点に不織材料に事前に作られた繊維を配置することによって形成されて良い
。直接押出加工の例は、スパンボンドウェブ（Ｓｐｕｎｂｏｎｄｅｄ ｗｅｂ）、メルト
ブロウイング（ｍｅｌｔｂｌｏｗｉｎｇ）、ソルベントスピニング（ｓｏｌｖｅｎｔ ｓ
ｐｉｎｎｉｎｇ）、電気紡績（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）、及び典型的に層を形
成するそれらの組み合わせを含むが、それらに限らない。「配置する」工程の例は、湿式
レイイング又は乾式レイイングを含む。乾式レイイング工程の例は、空気レイイング（ａ
ｉｒ ｌａｙｉｎｇ）、カーディング（ｃａｒｄｉｎｇ）、及び典型的に相を形成するそ
れらの組み合わせを含むが、それらに限らない。上述の工程の組み合わせによって、混成
物又は複合材料と一般的に称される不織布を生産する。
【００２８】
　不織布中の繊維は、典型的には、重複する分岐の幾つかにおいて１つ以上の近接する繊
維と結合している。これは、各層内の繊維の結合、及び２つ以上の層が存在する際におけ
る層の間の繊維の結合を含む。繊維は、機械的な絡み合い、化学的な結合、又はそれらの
組み合わせによって結合しても良い。本発明に応用して良く、参照によって本明細書に取
り込む適切なトップシート材料のより詳細な説明は、ＵＳ　２００４／０１５８２１４　
Ａ１、具体的には段落［００４３］から［００５１］において認められる。
【００２９】
　本発明によれば、開口プラスチックフィルム（例えば、熱可塑性フィルム）又は合成繊
維に基づく不織材料を使用することが好ましく、好ましい材料は、ポリオレフィン、例え
ば、ポリエチレン又はポリプロピレンホモ若しくはコポリマー、及び好ましくは重量にお
いて主要な成分としてそれらを含有するポリマー組成物である。
【００３０】
　存在する場合には、吸収層とトップシートとの間に存在する少なくとも１つの更なる層
が、疎水性及び親水性の繊維又は発泡体材料からなって良い。「繊維材料」としては、織
っているか又は織っていないタイプの、ペーパーティッシュ（ｐａｐｅｒ ｔｉｓｓｕｅ
）の密着した平らな繊維に基づく構造であると解する。不織材料は、トップシートについ
て上述したものと同じ特徴を有して良い。
【００３１】
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　具体的には、少なくとも１つの更なる層は、例えば少なくとも１つの捕捉／分配層の形
態で、流体管理に寄与して良い。その様な構造は、例えば、ＵＳ　５，５５８，６５５、
ＥＰ　０　６４０　３３０　Ａ１、ＥＰ　０　６３１　７６８　Ａ１、又はＷＯ　９５／
０１１４７に教示されている。
【００３２】
　「気泡体材料」は当該技術分野において周知であり、例えば、本願と同じ名義のＥＰ　
０　８７８　４８１　Ａ１又はＥＰ　１　２１７　９７８　Ａ１に開示されている。
【００３３】
　コアラップによって部分的又は全体的に覆われて良い吸収層は、一般的に圧縮性の、快
適な、着用者の皮膚に対して非刺激性の、尿及び他の身体の浸出液などの液体を吸収及び
保持することが可能な任意の吸収性材料を含んで良い。
【００３４】
　吸収層は、使い捨ておむつ及び他の吸収性物品において一般的に使用されている各種の
液体吸収性材料、例えば、エアフェルト又はフラフと一般的に称される粉砕木材パルプを
含んで良い。他の好適な吸収性材料の例としては、捲縮セルロース詰め物、コフォーム（
ｃｏ－ｆｏｒｍ）を含むメルトブローポリマー、化学的に剛化、修飾、若しくは架橋され
たセルロース繊維、ティッシュラップとティッシュラミネートとを含むティッシュ、吸収
性発泡体、吸収性スポンジ、超吸収性ポリマー（例えば、超吸収性繊維）、吸収性ゲル材
料、又は他のいかなる既知の吸収材料、あるいはこれらの材料の組み合わせなども挙げら
れる。適切な吸収性材料の幾つかの組み合わせの例は、フラフと共に、吸収性ゲル化材料
及び／又は超吸収性ポリマー、並びに吸収性ゲル化材料及び超吸収性繊維などである。
【００３５】
　バックシートは、吸収層によって吸収されて物品に含有された浸出液が、吸収性物品に
接触する可能性がある他の外部の物品、例えば、ベッドシーツ及び下着を汚すことを防ぐ
。好ましい実施態様では、バックシートは、液体（例えば、尿）に対して実質的に非透過
性であり、不織布及びプラスチック薄膜、例えば、約０．０１２ｍｍから約０．０５１ｍ
ｍの厚みを有する熱可塑性フィルムを含む。適切なバックシートフィルムは、Ｔｅｒｒｅ
　Ｈａｕｔｅ，　Ｉｎｄ．のＴｒｅｄｅｇａｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．社によ
って製造されているものであり、Ｘ１５３０６、Ｘ１０９６２、及びＸ１０９６４という
商標で市販されているものを含む。他の適切なバックシート材料は、吸収性材料から蒸気
を逃がすことを可能にしながら、バックシートから浸出液が通過することを妨げる通気性
材料を含んで良い。例示的な通気性材料は、織布、不織布、複合材料、例えば、フィルム
被覆不織布、及び細孔性フィルムなどの材料を含んで良い。
【００３６】
　本発明の１つの実施態様によれば、疎水性領域は、親水性領域の面に対して上部にある
。反対に、本実施態様と一致して、親水性領域は、疎水性領域の面に対して下部にあると
解されて良い。この配置は、例えば、疎水性分子の部分を有するポリマーの後述のポリマ
ーオンポリマー（ｐｏｌｙｍｅｒ－ｏｎ－ｐｏｌｙｍｅｒ）スタンプ又は疎水性の柱（ｈ
ｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ ｐｉｌｌａｒ）の形成によるものである。
【００３７】
　親水性領域が疎水性領域の面に対して上部であるという逆の配置が、後述のいわゆる「
親水性の柱（ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｃ ｐｉｌｌａｒ）」と共に生じる。
【００３８】
　「親水性領域及び疎水性領域のパターン」という表現は、疎水性領域のパターン（島）
を取り囲む単独の連続する親水性領域（海）の場合及びその逆の場合も含むと解されるべ
きである。それに対応して、これらの疎水性領域及び親水性領域の形状及び大きさに関し
ては特に限定されない。それらの好ましい実施態様は、いかに説明されるであろう。
【００３９】
　本発明の１つの実施態様によれば、規則的なパターンが形成される。本実施態様の１つ
の更なる態様によれば、疎水性領域は親水性領域の面に対して上部にあるか又はその逆で
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ある。
【００４０】
　親水性領域又は疎水性領域は、任意の適切な形状、例えば、円形、四角形、長方形、楕
円形、又は縞状を利用して良い。既に述べたように、そのサイズに関して特に制限は無く
、例えば、１００ｎｍ２から１０ｃｍ２の範囲であって良く、又は更に別の実施態様に従
えば、１μｍ２から１ｃｍ２、１０μｍ２から１μｍ２、又は１００μｍ２から１０，０
００μｍ２の範囲である。後者３つの範囲は、海－島の構造における島に、特に適用され
て良い。
【００４１】
　本発明の１つの好ましい実施態様によれば、少なくとも１つの親水性領域、親水性領域
の少なくとも一部分、親水性領域全体の少なくとも５％、好ましくは少なくとも２０％、
特に少なくとも５０％（例えば、少なくとも７０％又は少なくとも９０％）が、１ｍｍ未
満の寸法、好ましくは１００μｍ未満の（円の）直径、より好ましくは２０μｍ未満、更
に好ましくは１０μｍ未満、特に５μｍ未満の直径を有する。１つの想到し得る下限は、
１００ｎｍである。規則的な多角形（四角形、五角形など）の場合には、「直径」は、１
つの角から反対の角又は縁までの距離であると解され、他の形状（例えば縞状など）の場
合には、最も小さい軸（幅）であると解される。代替的な好ましい実施態様によれば、上
記の事項は「少なくとも１つの疎水性領域」に当てはまる。
【００４２】
　親水性領域の最も小さい寸法は、親水性領域に水滴を固定するのに寄与する。非常に効
果的な固定が、例えば、ＵＳ ２００４／００８６７０９ Ａｌ (Ｐ.　Ｔ.　Ｈａｍｍｏｎ
ｄ) ａｎｄ　Ｘ.Ｙｉａｎｇ, Ｈ. Ｚｈｅｎｇ, Ｓ.　Ｇｏｕｒｄｉｎ ａｎｄ　Ｐ.　Ｔ.
　Ｈａｍｍｏｎｄ ｉｎ "Ｐｏｌｙｍｅｒ－ｏｎ－Ｐｏｌｙｍｅｒ ｓｔａｍｐｉｎｇ： "
Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ ｃｈｅｍｉｃａｌｌｙ ｐａｔｔｅｒｎ
ｅｄ ｓｕｒｆａｃｅｓ " ｉｎ Ｌａｎｇｍｕｉｒ ２００２, １８, ２６０７－２６１５
"に１０μｍの寸法を有するポリアミン表面の円形の親水性領域上の水滴の凝縮について
報告されている。
【００４３】
　本発明の１つの実施態様によれば、親水性領域は、１００ｎｍから１ｍｍ未満の（円の
）直径、例えば、１μｍから１００μｍ未満の直径を有する。規則的な多角形（例えば、
四角形、五角形など）の場合には、「直径」は、１つの角から反対の角尼は縁までの距離
であると解され、他の形状（例えば、縞状など）の場合には、最も小さい軸（幅）である
と解される。
【００４４】
　本発明の１つの実施態様によれば、親水性領域は、１つの連続的な疎水性領域（海）に
取り囲まれ、好ましくは疎水性領域の面よりも上部にある規則正しい形状（島、例えば、
円形）である。そこで、親水性領域は、上記の寸法を有して良い。
【００４５】
　本明細書及び特許請求の範囲のいずれにおいて「パターン」、「少なくとも１つの親水
性領域」、又は「少なくとも１つの疎水性領域」、あるいはそれらの同義語に言及する場
合においても、これまでの記載が好ましい特徴を示している。
【００４６】
　本発明の１つの実施態様によれば、前記パターンを含む吸収性物品の部分は、規則的な
穿孔パターンを有する有孔トップシート（例えば、プラスチックフィルム又は不織布）で
あって、親水性領域の少なくとも一部分、好ましくは親水性領域の大半又は全てが、前記
穿孔に一致して適用される。
【００４７】
　好ましくは、親水性領域は、前記穿孔を取り囲むか又は包み込む。この実施態様によれ
ば、水滴の凝縮をカバーシートのそれらの領域に位置させて、吸収層を含むカバーシート
の下の層への体液の通過を可能にする。それと一致して、この実施態様は、着用者の皮膚
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から吸収性物品への湿度のより効率的な除去に寄与するだけではない。トップシート材料
の穿孔を介する体液の流れを助けることもする可能性がある。同様に、フィルム様トップ
シート材料の穿孔の少なくとも一部、好ましくは大半を包み込む多数の縞に親水性領域を
配置して、体液の流れを促進及び誘導することも想到し得る。同様に、不織布をトップシ
ート材料として使用する場合には、より大きな間隙率を示す部分又は適用可能な場合には
穿孔に親水性領域を適用することも好ましい。
【００４８】
　親水性領域は、好ましくは、水素供与体／受容体ポリマー（水素結合供与体を含むポリ
マー及び／又は水素結合受容体を含むポリマー）あるいはポリ電解質ポリマー（ポリアニ
オン性及び／又はポリカチオン性ポリマー）から形成される。双方のシステムは、好まし
くは、自己集合性のタイプであり、好ましくは交互の（典型的には単分子）層に基づく。
【００４９】
　親水性領域（例えば、交互のポリマーの多層）は、好ましくは、ナノスケール、すなわ
ち１μｍ未満の厚みを有する。好ましくは、親水性コーティングは、２５０ｎｍ未満、よ
り好ましくは１００ｎｍ未満、更に好ましくは５０ｎｍ未満（例えば、２０ｎｍ未満）の
厚みを有する。フィルムの厚みが５０％の相対湿度及び２０℃の条件下で平衡に達した後
に、５０％の相対湿度で２０℃において測定を実施する。
【００５０】
　２つ以上の層、より好ましくは３から１００の層、特に４から５０の層（例えば、５か
ら２０の層）からなる多層（例えば、水素供与体／受容体又はポリ電解質タイプの多層）
を提供することが好ましい。
【００５１】
　水素供与体／受容体又はポリ電解質多層は、好ましくは、多層薄膜の製造業界において
周知のレイヤーバイレイヤー（ＬＢＬ）堆積技術で形成される（参照によって取り込む"
Ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ ｏｆ　ｔｈｅ ｉｎｖｅｎｔｉｏｎ" ｏｒ "Ｇ.　Ｄｅｃｈｅｒ ａ
ｎｄ　Ｊ.Ｂ. Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ (ｅｄ) , Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ
ｓ，　Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ ｏｆ　Ｎａｎｏｃｏｍｐｏｓｉｔｅ Ｍ
ａｔｅｒｉａｌｓ, Ｗｉｌｅｙ ＶＣＨ ２００３"を参照）。
【００５２】
　１つの実施態様（水素供与体／受容体ポリマー）によれば、使用しようとする１つのポ
リマーは、水素結合供与体を含む中性のポリマー（「水素結合ドナーポリマー」）であり
、好ましくは、自己集合性の交互の層（典型的には単分子層）において水素受容体を含む
第二の（異なる）中性のポリマー（「水素結合受容体ポリマー」）と組み合わせる。
【００５３】
　水素結合供与体は、水素結合の形成に参加し得る少なくとも１つの水素原子及び水素原
子に結合するより電気陰性の原子を含有する部分である。これらの部分の例は、Ｏ－Ｈ、
Ｎ－Ｈ、Ｐ－Ｈ、及びＳ－Ｈを含むが、それらに限らない。炭素原子が三重結合によって
他の原子に結合している場合、炭素原子が二重結合によってＯに結合している場合、又は
炭素原子が、Ｏ、Ｆ、Ｃｌ、及びＢｒから選択される少なくとも２つの原子に結合してい
る場合には、Ｃ－Ｈ部分が水素結合供与体であっても良い。
【００５４】
　水素結合受容体は、水素よりも電気陰性である原子を含有する部分であり、孤立電子対
を含有しても良い。その様な原子の例は、Ｎ、Ｏ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｓ、及びＰを含
むが、それらに限らない。
【００５５】
　水素結合供与体ポリマーは、好ましくは、ポリカルボン酸、例えば、ポリアクリル酸（
ＰＡＡ）又はポリメタクリル酸、ポリヌクレオチド、ビニル核酸のポリマー、ポリアミノ
酸、例えば、ポリグルタミン酸及びポリ（Ｅ－Ｎ－カルボベンゾキシ－Ｌ－リジン）、並
びにポリアルコール、例えば、ポリ（ビニルアルコール）、並びにそれらのコポリマーか
ら選択される。
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【００５６】
　水素結合受容体の好ましい例は、ポリエーテル、ポリケトン、ポリアルデヒド、ポリア
クリルアミド、他のポリアミド、ポリアミン、ポリウレタン、ポリエステル、ポリホスフ
ァゼン、又はポリサッカリド、あるいはそれらのコポリマーを含む。具体的な例は、ポリ
エチレンオキシド、ポリ－１，２－ジメチオキシエチレン、ポリ（ビニルメチルエーテル
）、ポリ（ビニルベンゾ－１８－クラウン－６）、ポリビニルブチラール、ポリ（Ｎ－ビ
ニル－２－ピロリドン）、ポリアクリルアミド（ＰＡＡｍ）、ポリメタクリルアミド、ポ
リ（Ｎ－イソプロピルアクリルアミド）、ポリ（４－アミン）スチレン、ポリ（シクロヘ
キセン－１，４－ジメチレンテレフタレート）、ポリヒドロキシメチルアクリレート、ポ
リ（ビス（メチルアミノ）ホスファゼン）、ポリ（ビス（メトキシエトキシエトキシ）ホ
スファゼン）、カルボキシメチルセルロース、又はそれらのコポリマーを含む。
【００５７】
　水素供与体／受容体ポリマーの１つの好ましい組み合わせは、ＰＡＡ／ＰＡＡｍである
。
【００５８】
　これらのポリマーは、当該技術分野において既知の条件下で水溶液から堆積する。酸性
官能基を備えた水素結合供与体ポリマー、例えば、ＰＡＡは、非イオン化形態で存在する
酸性基が水素結合形成に利用可能である条件（典型的には酸性条件）で堆積させる必要が
ある。同様に、水素受容体ポリマーは、水素受容体が非イオン化形態で存在するｐＨ条件
下で堆積させるべきである。水素結合供与体と水素結合受容体との適切な組み合わせを選
択する際に、この事も考慮すべきである。
【００５９】
　水素結合供与体及び／又は受容体ポリマーを含む親水性コーティング（領域）、特に、
酸性基（例えば、ＣＯＯＨ）を有するものは、中性及びそれよりも高いｐＨの値で溶解す
る傾向がある。吸収性物品の位置及び意図する機能に依存して、それらを架橋することも
好ましい。
【００６０】
　架橋は、多層を単純に加熱することによって生じさせて良い。適切な温度（例えば、６
０から１００℃）及び期間は、吸収性物品の処理する部分の化学的性質に依存する。熱架
橋は、官能基（例えば、水素供与体及び／又は水素受容体官能基）がカルボキシ又はアミ
ド基のように水の放出条件下で結合を形成することが可能な場合に好ましい。架橋工程は
、異なるポリマーの間の結合に制限されることは無いが、例えばカルボキシ基を有する１
つの層内で同様に進行して良い。８時間に亘る９０℃（又はより高い温度でより短い時間
）におけるＰＡＡ／ＰＡＡｍ層の熱処理が、例えば、無水及びイミド結合の形成を生じさ
せる。
【００６１】
　架橋は化学的な手段によって生じさせても良い。適切な架橋剤は、親水性コーティング
に存在する官能基（例えば、水素結合供与体及び／又は受容体）の縮合条件下において、
当業者によって決定されて良い。多価金属イオンは、例えば、ＷＯ　２００１／０１５６
４９に教示のカルボキシ基の架橋に寄与して良い。ジビニルスルホン（ＤＶＳ）は、ポリ
サッカリドに基づくポリマー、例えば、セルロース又はデンプン誘導体の架橋に適切であ
る。
【００６２】
　親水性領域は、ポリ電解質単層、好ましくは多層によって形成されても良い。これらは
、上述の条件下において架橋されても良い。多層は、好ましくはポリカチオン性ポリマー
とポリアニオン性ポリマーとのレイヤーバーレイヤー（ＬＢＬ）堆積によって堆積される
。吸収性物品の一部分にこれらのポリマーを提供する順序は制限されない。個々の層は、
典型的には単分子である。利用可能な表面全体を単分子層で被覆したら直ぐに、反発する
電荷が、更なる同じタイプの電解質の堆積を妨げる。
【００６３】
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　ＬＢＬ技術によれば、用語「層」は、二次元伸長のみを示す材料の区域及び近接する層
に対する厳密な境界という厳密な意味で理解されるべきではない。測定によって、ＬＢＬ
堆積層が、例えば、平均の層の厚みの７倍（好ましくは４倍）までの一定の広がりを示す
。換言すると、単一のポリマー層が近接の層に浸透して良い。
【００６４】
　それにもかかわらず、これらのナノスケールフィルムの層構造及びそれらの厚みが、Ｕ
Ｖ／Ｖｉｓ分光分析、偏光解析法、水晶発振子センサー（quartz crystal microbalance:
QCM）、Ｘ線回折、中性子反射率測定、ｉｎ　ｓｉｔｕ原子顕微鏡（ＡＦＭ）、表面力測
定、及び"Ｇ.　Ｄｅｃｈｅｒ ａｎｄ Ｊ.　Ｂ.　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ, Ｍｕｌｔｉｌａｙ
ｅｒ Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍｓ"に記載の他のものを含む各種の分析技術によって確認されて
良い。フィルムの厚みの測定のための好ましい方法は偏光解析法である。
【００６５】
　レイヤーバイレイヤー堆積によって得られ得る親水性領域、特にポリ電解質に基づくも
のは、強力な、好ましくは耐久性のある親水性コーティングを疎水性材料、例えば、不織
布又は疎水性フィルム又は発泡材に形成する。ＬＢＬフィルムに使用する材料は表面に強
力に接着するため、それらは体液に殆ど又は全く溶解しない。これらは、体液の吸収層へ
の通過の間に体液によって取り込まれることを妨げる。これとは対照的に、おむつ材料を
親水性化するために典型的に使用される低分子量の界面活性剤は、体液に溶解し、体液の
表面張力を低減して、吸収性材料の吸上作用を低下させる傾向がある。さらに、非常に少
量のみが、柔軟性、可撓性、多孔性、又は吸収性などの重要な特性が望ましくない程度に
影響を受けないこと確実にするフィルムの形成に必要とされる。１μｍ未満の厚みは、基
礎をなす基材の動きに従うために必要な可撓性を有する親水性領域を提供する。本発明で
使用するＬＢＬ技術は、さらに、吸収性材料に頻繁に存在するものなどの不規則な表面を
処理するために最も適切である。ＬＢＬ技術の更なる利点は、特に反対電荷の非架橋ポリ
電解質ポリマーを使用する場合に、例えば機械的負担によって結合が壊れた場合に再配列
によって新しい結合を形成するという自己集合性ポリマーの能力にある。例えば、小さな
亀裂又は小孔がＬＢＬフィルムに機械的な力の結果として生じた場合には、機械的な力が
働かなくなり、ポリマーと相互作用する官能基とが再び近接したあとに、これらの欠陥部
位は「修復」され得る。さらに、ＬＢＬ技術は水に基づく物であり、潜在的に危険な有機
溶媒を使用せずにコーティングフィルムの形成を可能にすることが有利である。
【００６６】
　ＬＢＬ堆積に使用するポリマーは、好ましくは、少なくとも１０，０００、好ましくは
少なくとも５０，０００、特に、少なくとも１００，０００（例えば、光散乱で測定する
）の重量平均分子量を有する。一般的には、より大きい分子量は、ＬＢＬ堆積に好ましい
ようである。完全に水系のコーティング技術の望ましい使用を考慮すると、ポリマーが水
様性のままである事が好ましいが、分子量に関する特定の上限は存在しない。
【００６７】
　弱又は強ポリ電解質がＬＢＬ堆積に使用されて良い。ポリスチレンスルホネートなどの
強電解質では、イオン化が完了又は殆ど完了しており、ｐＨが明確には変化しない。ポリ
アクリル酸などの弱電解質では、ｐＨを変化させる事によって、電荷密度を調整し得る。
弱電解質は、典型的には、約２から約１０のｐＫａ値を有する（追加で５ｍｍｏｌのＮａ
Ｃｌを含有する１重量％のポリ電解質水溶液を用いて２０℃で測定）。ＰＡＡ及びＰＡＨ
の文献値は、約５．０及び９．０の各々である。これらのポリ電解質はホモポリマー又は
コポリマーであって良く、全ポリマー形成単位の一定の割合（例えば、少なくとも５０モ
ル％又は５０モル％未満）のみが、カチオン性基又はアニオン性基を有する（出発物質に
ついての以下の記載において常に言及されるわけではないが、ポリアニオン性ポリマーの
アニオン性基は、電荷の中性のために、同数の水素原子及び／又は金属原子及び／又はオ
ニウム原子（例えば、アンモニウム）などの正の対イオンを有するであろう。さらに、塩
基性基は、厳密に言うとプロトン酸の添加がカチオン電荷の発生に必要とされるが、カチ
オン性基として参照されるであろう。したがって、堆積は、アニオン電荷及びカチオン電
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荷が層間結合に利用可能であるｐＨ条件下で進められる必要がある。）。ポリ電解質は、
生物学的に活性なポリマー（ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、オリゴ若しくはポリペプチド
、及び酵素など）から選択されても良いが、これらを含まないポリ電解質多層が好ましい
ようである。
【００６８】
　好ましいポリカチオン性ポリマーは、好ましくは、プロトン化され得る窒素原子を含む
官能基を含む少なくとも１つのモノマーのホモ若しくはコポリマーから選択される。それ
らは、直鎖又は分枝鎖の構造を有して良い。
【００６９】
　カチオン性ポリ電解質は、以下のものから選択される：
ａ）カチオン性又はカチオン変性ポリサッカリド、例えば、カチオン性デンプン誘導体、
セルロース誘導体、ペクチン、ガラクトグルコマンナン、キチン、キトサン、又はアルギ
ネート；
ｂ）任意に変性単位（例えば、ＷＯ　００／３１１５０から既知のポリアリルアミンの適
切な変性単位）を含むポリアリルアミンホモ又はコポリマー、特に、ポリアリルアミン塩
酸（ＰＡＨ）；
ｃ）ポリエチレネミン（ＰＥＩ）；
ｄ）任意に変性単位を含むポリビニルアミンホモ又はコポリマー；
ｅ）ポリ（ビニルピリジン）又はポリ（ビニルピリジニウム塩）ホモ又はコポリマー、そ
れらのＮ－アルキル誘導体を含む；
ｆ）ポリビニルピロリドンホモ又はコポリマー、ポリジアリルジアルキル、例えば、ＵＳ
　２００４／００４７９７９　Ａ１に示されているようなポリ（Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ，
Ｎ－ジ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル－アンモニウムハライド）、特に、ポリ（Ｎ，Ｎ－ジアリ
ル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド）（ＰＤＤＡ）；
ｇ）四級化ジ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル－アミノエチルアクリレート又はメタクリレートの
ホモ又はコポリマー、例えば、ポリ（２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルプロピルトリ
メチルアンモニウムクロリド）などのポリ（２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルプロピ
ルトリ－Ｃ１－Ｃ２－アルキルアンモニウム塩）ホモポリマー、又は四級化ポリ（２－ジ
メチルアミノエチルメタクリレート）、又は四級化ポリ（ビニルピロリドン－コ－２－ジ
メチルアミノエチルメタクリレート）；
ｈ）ポリ（ビニルベンジル－トリ－Ｃ１－Ｃ４－アルキルアンモニウム塩）、例えば、ポ
リ（ビニルベンジル－トリ－メチルアンモニウムクロリド）；
ｉ）ジ四級アミン又は二級アミンとジハロアルカンとの間の反応によって形成されるポリ
マー、脂肪族又はアル脂肪族（araliphatic）ジハライド及び脂肪族Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’
－テトラ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル－アルキレンジアミンのポリマー、例えば、（ａ）プロ
ピレン－１，３－ジクロリド又はジブロミド、あるいはｐ－キシレンジクロリド又はジブ
ロミドと、（ｂ）Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－１，４－テトラメチレンジアミン
とのポリマー；
ｊ）ＥＰ－Ａ－４５６，４６７に開示されているＰＯＬＹＱＵＡＤ（登録商標）；
ｋ）ポリアミノアミド（ＰＡＭＡＭ）、例えば、直鎖ＰＡＭＡＭ又はＰＡＭＡＭデンドリ
マー、例えば、アミノ末端Ｓｔａｒｂｕｒｓｔ（商標）ＰＡＭＡＭデンドリマー（Ａｌｄ
ｒｉｃｈ）；
ｌ）カチオン性アクリルアミドホモ又はコポリマー、及びそれらの変性生成物、例えば、
ポリ（アクリルアミド－コ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド）又はグリオキサル
－アクリルアミド樹脂；
ｍ）Ｎ－（ジアルキルアミノアルキル）アクリルアミドモノマーの重合によって形成され
るポリマー；
ｎ）ジシアンジアミド、ホルムアルデヒド、及びアンモニウム塩の間の縮合生成物；
ｏ）製紙業において使用される典型的な湿潤強度剤、例えば、尿素－ホルムアルデヒド樹
脂、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、ポリビニルアミン、ポリウレイド－ホルムアルデ
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ヒド樹脂、グリオキサル－アクリルアミド樹脂、及びポリアルキレンポリアミンと、ポリ
サッカリド、例えば、デンプン及び各種の天然ゴムとの反応によって得られるカチオン性
物質、並びに窒素含有化合物（例えば、アンモニア、一級及び二級アミン、又はＮ含有ポ
リマー）とエピクロロヒドリンとから得られる３－ヒドロキシアゼチジニウムイオン含有
樹脂、例えば、ポリアミノアミドエピクロロヒドリン樹脂、ポリアミン－エピクロロヒド
リン樹脂、及び例えばＵＳ　３，９９８，６９０において言及されているアミノポリマー
－エピクロロヒドリン樹脂。
【００７０】
　好ましいポリカチオン性ポリマーは、カチオン性又はカチオン変性ポリサッカリド、例
えば、デンプン又はセルロース誘導体、キチン、キトサン又はアルギネート、ポリアリル
アミンホモ又はコポリマー、ポリビニルアミンホモ又はコポリマー、あるいはポリエチレ
ネミンである。
【００７１】
　適切なポリアニオン性ポリマーの例は、例えば、合成ポリマー、バイオポリマー、又は
カルボキシ、スルホ、スルファト、ホスホノ、若しくはホスフェート基を含む変性バイオ
ポリマー、又はそれらの混合物、あるいはそれらの塩を含む。それらは、直鎖又は分枝鎖
の構造を有して良い。
【００７２】
　合成ポリアニオン性ポリマーの例は、直鎖ポリアクリル酸（ＰＡＡ）、分枝鎖ポリアク
リル酸、ポリメタクリル酸（ＰＭＡ）、ポリアクリル酸又はポリメタクリル酸コポリマー
、直鎖又は分枝鎖のポリシアノアクリレート、マレイン酸又はフマル酸コポリマー、ポリ
アミド酸、ジアミンのカルボキシ末端ポリマー、並びにジ又はポリカルボン酸（例えば、
Ａｌｄｒｉｃｈ社製のカルボキシ末端Ｓｔａｒｂｕｒｓｔ（商標）ＰＡＭＡＭデンドリマ
ー）である。分枝鎖ポリアクリル酸の例は、Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｏｒｐ．社製のＣａｒ
ｂｏｐｈｉｌ（登録商標）又はＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）タイプを含む。アクリル酸
又はメタクリル酸のコポリマーの例は、例えば、アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアク
リルアミド、又はＮ－ビニルピロリドンを含むビニルモノマーと、アクリル酸又はメタク
リル酸との共重合生成物を含む。
【００７３】
　スルホ又はスルファト基を有するポリマーの例は、ポリ（アネトールスルホン酸）、ポ
リ（ビニルスルフェート）（ＰＶＳ）、ポリ（ビニルスルホン酸）、ポリ（２－アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸）（ポリ－（ＡＭＰＳ））、又はポリ（スチレン
スルホン酸）（例えば、ナトリウムポリ（スチレンスルホネート）；ＰＳＳ）であり、ホ
スフェート又はホスホネート基を有するポリマーの例は、アルキレンポリホスフェート、
アルキレンポリホスホネート、炭化水素ポリホスフェート、又は炭化水素ポリホスホネー
ト（例えば、タイコ酸）を含む。
【００７４】
　ポリアニオン性バイオポリマー又は変性バイオポリマーの例は、ヒアルロン酸、グリコ
サミノグリカン、例えば、ヘパリン又はコンドロイチンスルフェート、フコイダン、ポリ
アスパラギン酸、ポリグルタミン酸、カルボキシメチルセルロース、カルボキシメチルデ
キストラン、アルギネート、ペクチン、ゲラン、カルボキシアルキルキチン、カルボキシ
メチルキトサン、硫酸ポリサッカリドである。
【００７５】
　ポリアニオン性ポリマーの１つの更なる種類は、上述のポリマーと部分的に重複する、
製紙業において乾燥強度剤として多くの場合に使用されるものである。これらは、ポリカ
ルボン酸及び無水物、例えば、アニオン性デンプン誘導体、（メタ）アクリル酸誘導ポリ
マー及びコポリマー、無水マレイン酸誘導コポリマー、カルボン酸のビニルコポリマー、
及びアニオン性セルロース誘導体を含む。これらは、ポリアクリレート、ポリメタクリレ
ート、無水マレイン酸－ビニルアセテートポリマー、ポリビニルメチルエーテル－無水マ
レイン酸コポリマー、メタクリル酸－アクリルアミドコポリマー、イソプロペニルアセテ
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ート－無水マレイン酸コポリマー、イタコン酸－ビニルアセテートコポリマー、α－メチ
ルスチレン－無水マレイン酸コポリマー、スチレン－無水マレイン酸コポリマー、メチル
メタクリレート－無水マレイン酸コポリマー、アクリル酸－スチレンコポリマー、カルボ
キシメチルセルロース、セルロースのコハク酸半エステル、グラフトポリマー化したポリ
アクリレート－ポリサッカリドコポリマー、デンプンのコハク酸半エステル、及び上述の
ポリサッカリドの酸化生成物によって更に例示されて良い。カルボキシアルキル化ポリサ
ッカリドは、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、カルボキシメチルヒドロキシセル
ロース（ＣＭＨＥＣ）、カルボキシメチルヒドロキシプロピルセルロース（ＣＭＨＰＣ）
、カルボキシメチルグァー（ＣＭＧ）、カルボキシメチル化ローカストビーンガム、及び
カルボキシメチルデンプンなど、並びにそれらのアルカリ金属塩又はアンモニウム塩を含
む。
【００７６】
　好ましくは、ポリアニオンポリマーは、（メタ）アクリル酸のホモ及びコポリマー並び
にアニオン性又はアニオン変性ポリサッカリド、例えばアニオン性デンプン又はＣＭＣ等
のセルロース誘導体から選択される。
【００７７】
　ポリカチオン性ポリマー及びポリアニオン性ポリマーの適切な組み合わせ（及び濃度）
を選択する際、双方のポリマーが同一の溶媒に可溶性である場合には、堆積を実施する前
に、溶液中において潜在的な候補の相互作用を試験する。双方の溶液を混合して綿状沈殿
が生じる際には、それが、多層を作り出すことが可能であるという良好な兆候である。化
学反応のように、各層の正確な構造は、当業者に既知の調節パラメーター、例えば、濃度
、ｐＨ、吸収時間、イオン強度、又は温度の設定に依存するが、一般的には加工ウィンド
ウはかなり広い。
【００７８】
　ＬＢＬフィルムの製造のための１つの方法は、以下：
（ｉ）ポリアニオン性ポリマー又はポリカチオン性ポリマーの第一の水溶液と基材（例え
ば、処理しようとするおむつの部分）とを接触させ、続いて、前記第一の水溶液を除去す
る工程、
（ｉｉ）吸収性物品の前記部分を任意に水ですすぐ工程、
（ｉｉｉ）工程（ｉ）で使用したポリマーに対して反対電荷を有するポリイオン性ポリマ
ーの第二の水溶液と吸収性物品の前記部分を接触させ、続いて前記第二の水溶液を除去す
る工程、
（ｉｖ）吸収性物品の前記部分を任意に水ですすぐ工程、
（ｖ）同様に少なくとも１つの更なる交互の層を任意に形成する工程
を当該順序で含む。
【００７９】
　「接触」という用語は、全ての既知のコーティング技術を対象とする。これらは、スプ
レー、プリント、及びローラーコーティング、好ましくは基材を水溶液に浸すことによる
水溶液の適用を含む。
【００８０】
　「水溶液」は、容量において水を主要な溶媒として、好ましくは５０容量％超の量で含
有する溶液であると解する。水溶液は、水混和性アルコール（例えば、メタノール又はエ
タノール）、エーテル（例えば、ＴＨＦ）、又はケトン（例えば、アセトン）などの水混
和性有機溶媒も含有して良い。有機溶媒を含めて、ポリ電解質ポリマーの堆積、それによ
って層の厚みを調節して良い。所定の条件下では、５０容量％以下の水と少なくとも１つ
の水混和性溶媒との混合物も有用であって良い。ＬＢＬフィルムの膨張傾向を最小にする
ために、さらなる成分（ＮａＣｌなどの水溶性の塩を除いて良い）を含有しない水溶液か
ら個々の層を堆積させることが好ましいようである。
【００８１】
　第一の水溶液及び第二の水溶液中のポリ電解質ポリマーの濃度に関して特に制限は存在
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しない。好ましくは、前記濃度は、０．００１から５ｇ／ｌ、特に０．０１から０．５ｇ
／ｌの範囲である。
【００８２】
　層の堆積は、比較的広範な温度範囲で実施して良いが、簡便には、フィルム形成は典型
的に室温で生じる。
【００８３】
　同様の工程および条件を、水素供与体及び受容体ポリマーのＬＢＬ堆積に使用して良い
。しかしながら、水の代わりに適切なｐＨを有する水溶液を用いて任意のすすぎ工程を実
施することが必要になる可能性がある。
【００８４】
　疎水性おむつ材料、例えばトップシートに対するＬＢＬフィルムの固定を促進するため
に、それらをプライマーで処理し、及び／又はそれらを表面修飾工程に供することが好ま
しい可能性がある。疎水性材料に対する良好な接着を示すことが既知のプライマー材料を
使用することが好ましいが、同時にＬＢＬ技術において使用して良い。このタイプのプラ
イマーは当業者に適当に選択され、例えば、双方とも正の表面電荷を生じさせるポリエチ
レンイミン（ＰＥＩ）又はポリアリルアミン（ＰＡＨ）を含んで良い。
【００８５】
　好ましい表面修飾技術は、高エネルギー処理を含む。この高エネルギー処理は、コロナ
放電処理、プラズマ処理（好ましくは空気中）、ＵＶ照射、イオンビーム処理、電子ビー
ム処理、及びそれらの組み合わせを含むが、それらに限らない。プラズマ又はコロナ処理
は、例えばＷＯ９９／００１０９９に開示されており、０．１９を超える酸素／炭素分子
比を生じさせて良い。双方の技術は、不織布又はフィルム表面の親水性度を増大させる。
プラズマ処理した材料は、液体透過性トップシートとしての使用に適切であり、ＵＳ　４
，７４３，４９４、ＷＯ　９４／２８５６８、ＥＰ　０　４８３　８５８　Ａ１、及びＵ
Ｓ　４，３５１，７８４にも開示されている。コロナ及びプラズマ処理を含む大半の高エ
ネルギーの表面技術は表面に負に荷電した基を導入するため、後に続くＬＢＬ堆積ではポ
リカチオン性ポリマーを第一の層として使用することが好ましい。
【００８６】
　１つの実施態様では、上述の高エネルギー処理が、処理しようとする疎水性表面の選択
された部分（吸収性物品、特にそのトップシートの任意の部分）にパターンを適用する。
この目的のために、導電性マスキング材料を使用して、疎水性表面の部分を高エネルギー
処理から保護して良い。２以上の電極、回転電極又は電極の断続的なスイッチングを使用
して、処理の被覆率を変化させながらパターン領域を作製して良い。１つの適切な技術は
、例えば、ＵＳ　６，２５０，２５０　Ｂ１から既知である。本実施態様によれば、疎水
性領域と親水性領域とのパターンは、高エネルギー処理を受けた部分上における選択的堆
積（例えば、水素供与体ポリマー及び／又は水素受容体ポリマーあるいは交互のポリ電解
質のＬＢＬ堆積）によって作製されて良い。この堆積技術は、好ましくは、親水性領域を
作製するために使用され、疎水性領域は高エネルギー処理によって修飾されていない疎水
性表面の部分に相当する。適切な堆積技術及び親水性領域の他の特徴（ポリマー他のタイ
プ、大きさ、及び厚みなど）に関しては、本願の他の部分を参照する。
【００８７】
　本発明の１つの実施態様（Ａ）によれば、少なくとも１つの疎水性領域は、親水性コー
ティング上の部分的な被覆として存在する。親水性コーティングは、好ましくは、吸収性
物品の部分（トップシート）の処理しようとする表面全体を被覆する。かくして、それは
連続的及び粘着コーティングを表わす。疎水性領域によって被覆されておらず、依然とし
て露出している親水性コーティングの領域は、「少なくとも１つの親水性領域」を形成す
る。少なくとも１つの親水性領域は、上述の特徴を有する。
【００８８】
　実施態様（Ａ）及び本発明の他の実施態様では、疎水性領域は、親水性領域に、少なく
とも１つの疎水性分子部分及び前記親水性コーティングと相互作用可能な少なくとも１つ
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の官能基を有するポリマー分子を適用することによって得られて良い。この親水性コーテ
ィングは、上述のような、水素供与体及び／又は受容基を有するポリマー、又は好ましく
はポリ電解質多層コーティングによって構成されて良い。
【００８９】
　好ましい実施態様によれば、少なくとも１つの疎水性領域が、ブロックコポリマーの少
なくとも１つの疎水性部分によって形成される。好ましくは、ブロックコポリマーが、基
礎となる親水性コーティングの最上部の層の性質に依存して、カチオン性又はアニオン性
基あるいは水素供与体又は受容基を含む少なくとも１つの親水性部分も含む。ブロックコ
ポリマーは、ジブロック又はマルチブロックタイプであって良い。親水性部分は、好まし
くは、親水性領域の形成及びＬＢＬ技術との関連で上述したようなポリカチオン性又はポ
リアニオン性ポリマーのポリマー部分に基づく。具体的には、親水性部分は、好ましくは
、上述のポリカチオン性及びポリアニオン性ポリマーを構成するタイプのカチオン性又は
アニオン性基を含む、少なくとも１つのエチレン性不飽和モノマーを重合させることによ
って得られる。ほんの僅かな非限定的な例を挙げると、カチオン性エチレン性不飽和モノ
マーは、アリルアミン、ビニルアミン、ビニルピリジン、アルキルアミノエチル（メタ）
アクリレート、アクリルアミド、及びそれらの誘導体並びにそれらの塩から選択されて良
い。アニオン性基を有するモノマーの非制限的な例は、（メタ）アクリル酸、マレイン酸
、又はフマル酸、スルホ又はスルファト基を有するモノマー、例えば、ビニルスルフェー
ト、ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、スチレンスルホネートなどである。
【００９０】
　疎水性部分は、極性を有さず、特に非イオン性官能基を有するエチレン性不飽和モノマ
ー、例えば、オレフィン（エチレン、プロピレンなど）、芳香族ビニル化合物、例えば、
スチレン、又はＣ及びＨ原子からなる他のモノマーから好適に得られる。
【００９１】
　１つの好ましい実施態様によれば、ブロックコポリマーは、ポリスチレン（ＰＳ）－ポ
リアクリル酸（ＰＡＡ）ブロックコポリマー、特にジブロックコポリマーである。
【００９２】
　ブロックコポリマーの分子量に関しては、特に制限は存在しないようである。より大き
い分子量は堆積を促進するが、従来の溶媒における可溶性を低減させる。例えば、１０，
０００から５００，０００の重量平均分子量が選択されて良い。疎水性部分と親水性部分
との重量比は、達成しようとする疎水性度に従って調節して良い。一般的には、より大き
い重量比の疎水性部分、特に５／１または１０／１を超える比で使用することが好ましい
ようである。
【００９３】
　疎水性領域の形成のために適切な１つのブロックコポリマーは、Ｐａｕｌａ　Ｔ．　Ｈ
ａｍｍｏｎｄによる上述の参照した文献に開示されており、Ｐｏｌｙｓｏｕｒｃｅ，Ｉｎ
ｃ，ＵＳから得られるポリスチレン－ポリ（アクリル酸）ジブロックコポリマー（ＰＳブ
ロック Ｍｗ＝６６５００、ＰＡＡブロック Ｍｗ＝４５００）である。
【００９４】
　上述のブロックコポリマーの代わりに、カチオン性又はアニオン性基あるいは水素供与
体又は受容基を含む少なくとも１つの親水性側鎖がグラフト化された疎水性主鎖を含むグ
ラフトポリマーを使用しても良い。これらのグラフトコポリマーでは、主鎖は、好ましく
は、２つ以上の極性を有さないエチレン性不飽和単位、特にブタジエンなどの非イオン性
基を有するモノマーを重合することによって好適に形成される。上述のように、前記モノ
マーは、好ましくは、要素を構成するものとして炭素及び水素からなる。部分的な加水分
解によって、残存する不飽和単位の数が調節されて良い。
【００９５】
　残存する不飽和単位上では、親水性側鎖が、アニオン性又はカチオン性基あるいは水素
供与体又は水素受容体を有するエチレン性不飽和モノマーの重合によってグラフト化され
る。アニオン性又はカチオン性モノマーあるいは水素供与体／受容基の適切な例は、上述
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のものと同一である。
【００９６】
　実施態様（Ａ）の一態様によれば、少なくとも１つの疎水性領域が、適切なプリント工
程、例えばインクジェットプリント、ロールプリント、又はマイクロコンタクトプリント
によって、基礎をなす親水性コーティングに適用されて良い。小さな領域の処理について
は、マイクロコンタクトプリントを使用して、所望の場合はマイクロメートル又はナノメ
ートルの正確さで非常に正確なプリントを形成して良い。適切なプリント技術の詳細は、
Ｇ．Ｄｅｃｈｅｒ　ａｎｄ　Ｊ．Ｂ．　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ（ｉｂｉｄ）によって編集さ
れた「Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ　ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍｓ」において確認できる。
【００９７】
　より好ましくは、少なくとも１つの疎水性領域が、
（ｉ）少なくとも１つの疎水性部分とカチオン性又はアニオン性基を含む少なくとも１つ
の親水性部分とを有する上述のブロックコポリマー、あるいは
（ｉｉ）カチオン性又はアニオン性基を含む少なくとも１つの親水性側鎖がグラフト化し
た疎水性主鎖を含む上述のグラフトポリマー
の層の、前記親水性部分又は前記親水性側鎖に対して反対電荷を示すポリ電解質ポリマー
を上層として有するポリ電解質多層に対するスタンプによって実施態様（Ａ）で得られて
良い。
【００９８】
　上述の技術は、「ポリマーオンポリマー」スタンプとして当該技術分野において周知で
あり、例えば、Ｐａｕｌａ Ｔ.　Ｈａｍｍｏｎｄによる上述の参照文献、並びにＵＳ ２
００３／０１５２７０３ Ａｌ (Ｐａｕｌａ Ｔ.　Ｈａｍｍｏｎｄ ｅｔ　ａｌ .　) ａｎ
ｄ　Ｘ.　Ｊｉａｎｇ ａｎｄ　Ｐ.　Ｔ.　Ｈａｍｍｏｎｄ "Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ ｄｅｐ
ｏｓｉｔｉｏｎ ｉｎ ｌａｙｅｒ－ｂｙ－ｌａｙｅｒ ａｓｓｅｍｂｌｙ： Ｆｕｎｃｔｉ
ｏｎａｌ ｇｒａｆｔ ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ ａｓ ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｔｅｍｐｌａｔ
ｅｓ", Ｌａｎｇｍｕｉｒ ２０００, １６, ８５０１－８５０９ ａｎｄ　"Ｇ.　Ｄｅｃ
ｈｅｒ ａｎｄ　Ｊ.Ｂ.　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ" (ｉｂｉｄ, ｐａｇｅｓ ２８２ ｔｏ　２
９９ ａｎｄ　ｔｈｅ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ ｃｉｔｅｄ ｔｈｅｒｅｉｎ)に開示されて
いる。
【００９９】
　疎水性領域を形成するポリマー（以下、「疎水性ポリマー」と略称する）を適用するた
めに使用するスタンプは、上部の領域が、作製しようとする疎水性領域のパターンに相当
するパターンに配置されている三次元構造表面を有する。その様なスタンプは、当該技術
分野において既知の技術、例えば、ＰＤＭＳ（ポリ（ジメチルシロキサン）、例えば、Ｓ
ｙｌｇｕａｒｄ，１８４ シリコンエラストマーキット、市販の二成分硬化性シロキサン
）などの適切なポリシロキサンを用いて所望のパターンにエッチング処理されたシリコン
マスタをコーティングすることによって製造して良い。
【０１００】
　ポリマーオンポリマースタンプの一般的な手法は、ＵＳ　２００４／００８６７０９　
Ａ１の図７に示されている。疎水性ポリマー、例えば、ＰＳ－ｂ－ＰＡＡブロックコポリ
マーをポリ電解質多層又は単層に適用するための詳細な条件として、当該文献の明細書、
特に参照によって組み込む実施例２を参照する。ＰＳ－ｂ－ＰＡＡを使用して、ＴＨＦな
どの適切な有機溶媒に前記ポリマーを溶解した後に、未処理のＰＤＭＳスタンプに塗布し
て良い。他の疎水性ポリマーについては、当業者は、適切な溶媒及び当該溶媒中の適切な
ポリマー濃度を容易に決定し得る。溶媒を蒸発させた後に、好ましくは、例えば窒素気流
条件下においてスタンプを乾燥させ、次いで、基材、すなわち、親水性ポリ電解質コーテ
ィングを有するおむつの部分と接触させる。
【０１０１】
　例えば秒から時間の範囲の広範なスタンプ時間が、所望の結果を生じさせて良い。Paur
a T.Hammondによって試験された具体的なシステムについては、１０から１５分のスタン
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プ時間が最適であると決定された。Ｐ．Ｔ．Ｈａｍｍｏｎｄによる参照文献は、さらに、
転写しようとする疎水性ポリマーのための溶媒、ポリマー濃度、及びスタンプ時間などを
含むスタンプ条件がどのように調節され、スタンプ効率が変化して最適な結果を達成する
ことを示している。Ｐ，Ｔ，Ｈａｍｍｏｎｄのみが、アミンに基づくポリ電解質を上層（
又は唯一の層）として有するポリ電解質の層にカルボン酸官能基を含む疎水性ブロックコ
ポリマーのポリマーオンポリマースタンプを試験した場合であっても、他のイオン性基を
有する疎水性ポリマーと、反対電荷の他の官能基を有する上層（唯一の層）に含まれる親
水性の層との間の相互作用が、疎水性ポリマーの転写を可能にする強力な静電気的相互作
用を生じさせるであろう。
【０１０２】
　適用しようとする疎水性領域の大きさに依存して、他のプリント技術、例えば、インク
ジェットプリント又はロールプリントを、上述の疎水性部分を有する（両親媒性）コポリ
マーまたは疎水性主鎖を有する（両親媒性）グラフトポリマーを提供するために使用して
も良い。
【０１０３】
　本発明の１つの実施態様によれば、更に別のポリ電解質多層の１つ以上の柱を、ポリマ
ーオンポリマースタンプ又は他のプリント技術の後に残存する親水性領域にＬＢＬによっ
て堆積させる。ポリ電解質多層の親水性の「柱」の当該堆積は、例えば、Ｐ．Ｔ．Ｈａｍ
ｍｏｎｄ（ｅｔ　ａｌ）による上述の参照文献、例えば、ＵＳ　２００３／０１５２７０
３　Ａ１に開示されている。この追加のポリ電解質多層は、基礎をなすポリ電解質多層と
おなじ化学組成を有して良いが、必須ではない。これらの親水性の柱の説明については（
例えば、化学組成、堆積条件など）、基礎をなすポリ電解質多層に関する上述の説明を参
照する。ポリ電解質多層の柱及び基礎をなすポリ電解質多層の層の総数及び全体の厚みは
、好ましくは上に示した範囲を満足する。前記柱は、好ましくは、親水性の島／疎水性の
海のタイプのものである。
【０１０４】
　結果として得られる表面は、水滴を捕捉するのに良好である。特に、親水性の柱の非常
に小さい寸法が以下のように効果的であると解される。本発明のこの実施態様によれば、
親水性の柱は、１μｍ以下、好ましくは１００ｎｍ未満（下限は１０ｎｍ以下であって良
い）の直径（例えば、円又は四角形）を有する。柱の間の間隔は特に限定されないが、例
えば、１μｍ超、例えば、１０μｍ超から数～１ｍｍまでの範囲であって良い。液滴が形
成されると直ぐに、おむつなどの吸収性物品の湿っぽい空気から多くの水蒸気の凝縮によ
って成長し始めるであろう。ある時点で、前記液滴が大きくなって、親水性の柱には付着
することができず、次いで、吸収性製品の下層に容易に排出させることが可能な周囲の疎
水性表面に転がり落ちる。例えば、開口フィルムを基材（トップシート）として使用して
、トップシートが底部で疎水性であっても、流動体をおむつに進入させて良い。かくして
、上述の表面は、空気から水蒸気を除去し、それによっておむつ内により快適な環境を作
り出すことが可能である。
【０１０５】
　１つの更なる実施態様によれば、疎水性ポリマーの１つ以上の柱を、ポリマーオンポリ
マースタンプによって作製した疎水性領域に堆積させる。
【０１０６】
　結果として得られた表面は、皮膚に対して非常に乾燥した感覚を生じさせる。
【０１０７】
　本発明の上述の実施態様は、比較的滑らかな表面を有する吸収性物品のシート又はフィ
ルム様の部分、例えば、ポリマーオンポリマースタンプを元も効果的に使用し得る有孔フ
ィルムに特に適切である。
【０１０８】
　本発明の実施態様（Ｂ）によれば、吸収性物品の部分（トップシート）のコーティング
は、少なくとも１つの疎水性又は少なくとも１つの親水性領域のみによって形成される。
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したがって、前記コーティングは、前記部分の表面全体を被覆せず、それ自体がパターン
を形成する。これと関連して、用語「コーティング」は、吸収性物品の前記部分の任意の
プライマー処理を含まない。
【０１０９】
　実施態様（Ｂ）の一態様によれば、少なくとも１つの親水性領域が、吸収性物品の疎水
性部分にパターンを形成する。
【０１１０】
　実施態様（Ｂ）のこの態様によれば、吸収性物品の任意の疎水性部分、例えば、疎水性
材料からなるトップシートを、少なくとも１つの親水性領域で被覆する前に上述の高エネ
ルギー表面処理に供することが好ましい。この高エネルギー表面処理は、吸収性物品の基
礎をなす疎水性部分に対する親水性領域（部分的なコーティング）の固定を増大させるこ
とを意図する。
【０１１１】
　基本的に、コロナ放電又はプラズマ処理のような、高エネルギー表面処理を実施する２
つの技術を想到し得る。まず、高エネルギー表面処理は、一時的な（負）電荷の発生を疎
水性表面上に生じさせる条件下で適用する。次いで、上述のプリント技術を、少なくとも
１つの親水性領域のパターンを荷電した表面に提供するために使用する。例えば、マイク
ロコンタクトプリント、特に、ポリマーオンポリマースタンプも、少なくとも１つの親水
性領域のパターン、特にポリ電解質のパターンの作製に使用しても良い。詳細は、Ｇ．　
Ｄｅｃｈｅｒ　ａｎｄ　Ｊ．Ｂ．　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ（Ｉｂｉｄ）によって編集された
「Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ　ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍｓ」、例えば、１４６頁から始まる章及び
この章で引用されている文献を参照する。親水性領域を有さない疎水性表面の領域では、
負電荷がしばらくして消え、それによって表面が部分的又は完全に本来の疎水性の状態に
戻る傾向がある。
【０１１２】
　代替的に、高エネルギー表面処理を上述のパターンに適用する。次いで、特定のプリン
ト工程を適用する必要は無い。親水性領域は、高エネルギー処理を受けた領域に選択的に
結合して良い。さらに、疎水性部分（例えば、トップシート）の表面を、ＰＥＩ又はＰＡ
Ｈなどの適切なプライマーのパターンを適用することによって事前に処理して良い。
【０１１３】
　使用する事前の処理に関係なく、少なくとも１つの親水性領域を、ポリ電解質層、特に
ポリ電解質多層によって形成することが好ましい。このポリ電解質多層は、好ましくは、
少なくとも１つのポリカチオン性ポリマーとポリアニオン性ポリマーとのレイヤーバイレ
イヤー（ＬＢＬ）堆積によって得られる。これと関連して、適切な堆積条件、使用するポ
リ電解質、及び他の特徴に関するＬＢＬ堆積について上述した事項を参照して良い。
【０１１４】
　上の段落は、おむつの疎水性部分に少なくとも１つの親水性領域のパターンを選択的に
適用するための技術を説明した。連続的な親水性コーティングの選択的な溶解を使用して
、同じ目的を達成しても良い。これは以下により詳細に記載する。
【０１１５】
　したがって、吸収性物品の任意の疎水性部分、例えば、疎水性材料からなるトップシー
トは、上述の高エネルギー表面処理又はプライマー処理に任意に供される。次いで、好ま
しくは、水素供与体及び／又は受容体ポリマーあるいはポリ電解質、つまりポリアニオン
性及び／又はポリカチオン性ポリマーのＬＢＬ堆積によって、連続的な親水性コーティン
グを形成する。この親水性コーティングは、上述の条件下で形成され、好ましくは、上述
の特徴を示す。好ましくは、親水性コーティングは、上述の水素受容体ポリマー及び酸性
基を含む水素供与体ポリマーのいずれかを含む。その様な水素供与体ポリマーは、上述の
ポリマーの種類で選択されて良く、ポリアクリル酸及びポリメタクリル酸の使用が好まし
い。これらの水素供与体及び水素受容体ポリマーは、水素供与基がそれらの非イオン化形
態で存在し、そのため水素結合の形成が得られる酸性条件下で堆積させる。ＰＡＡ及びＰ
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ＡＡｍを使用して、浸ける溶液及びすすぐ溶液の双方のｐＨを、例えば、ＨＣｌを用いて
３．０に調節する。塩を前記溶液に添加しない。
【０１１６】
　以下の工程では、親水性コーティングを水又は水溶液、好ましくは堆積を進行させるｐ
Ｈよりも高いｐＨ（好ましくは、少なくとも１．５ｐＨ単位、好ましくは少なくとも３ｐ
Ｈ単位の差）を有する緩衝水溶液に接触させることによって、選択された領域のパターン
を処理する。前記水溶液の好ましいｐＨ値は、例えば、４．５から９、特に、６から８で
ある。ＰＡＡ／ＰＡＡｍ多層は、例えば、ｐＨ４．５以上の水溶液に即時に溶解し、又は
ｐＨ７．０のリン酸緩衝溶液ではより急速に溶解する。インクジェットプリントは、水溶
液、特に緩衝水溶液のパターンを正確に適用するために適切である。詳細は、Ｇ．　Ｄｅ
ｃｈｅｒ　ａｎｄ　Ｊ．Ｂ．　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ（Ｉｂｉｄ）によって編集された「Ｍ
ｕｌｔｉｌａｙｅｒ　ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍｓ」、例えば、１４８頁から始まる章及びこの
章で引用されている文献を参照する。この文献の１５０ページの図５．１１は、減法イン
クジェットプリント工程をより図式的に開示する。
【０１１７】
　インクジェットプリントの後に、親水性コーティングを乾燥させ、例えば、上述の熱架
橋工程によって架橋する。（緩衝）水溶液は水素供与基、例えば、カルボキシ基をイオン
化するため、残存する（プリントされていない）領域はそのままの状態であり、架橋する
傾向がある。
【０１１８】
　以下の工程では、コーティングの非架橋（すなわち、プリントされた）領域を水で洗浄
し、それによって吸収性物品の被覆した部分（例えば、トップシート）の疎水性表面を新
たに露出させる。
【０１１９】
　適切な疎水性材料に関しては、合成繊維に関連して開示されたポリマーの種類を含む、
トップシート材料についての上述の事項を参照して良い。好ましい疎水性材料は、ポリオ
レフィン、例えば、ポリエチレン又はポリプロピレンホモ又はコポリマー及び好ましくは
それらを重量において主要な成分として含有するポリマー組成物である。
【０１２０】
　実施態様（Ｂ）の第二の態様によれば、少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の
親水性部分上のパターンを形成する。
【０１２１】
　親水性部分は、例えば、トップシート、又は吸収層とトップシートとの間の天然繊維、
特にセルロースパルプとして存在するセルロース性繊維からなる層（「少なくとも１つの
更なる層」）であって良い。代替的に、トップシートと関連して開示した上述の疎水性材
料は、疎水性領域のパターンを適用する前に、親水性化処理に供される。
【０１２２】
　適切な親水性化処理は、界面活性剤の適用、又は上述のプライマー処理を含む。パター
ンを生じさせる少なくとも１つの疎水性領域が、好ましくは、上述のプリント技術の１つ
によって適用される。少なくとも１つの疎水性領域は、好ましくは、ブロックコポリマー
の少なくとも１つの疎水性部分又は疎水性主鎖を含むグラフトポリマーによって形成され
る。この目的のために、ポリマーオンポリマースタンプと関連して上述したものと同じブ
ロックコポリマー又はグラフトポリマーを使用して良い。
【０１２３】
　どの様な特徴（材料、条件、及び用途など）が好ましいものとして参照されても、本願
の開示は、それによって矛盾が生じない限り、少なくとも２つのこの様な特徴の組み合わ
せまで拡張されることが理解されるべきである。
【実施例】
【０１２４】
より好ましい実施態様
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　より好ましい実施態様によって本発明を説明する。これらの実施態様は、本発明を実施
するために有利に使用される特徴の組み合わせを反映する。
【０１２５】
実施態様１
　吸収性物品、例えば、おむつのトップシート（例えば、ポリエチレン不織布又は開口フ
ィルム）又は同様の部分を、任意にコロナ処理又はプラズマ処理して、一時的に負電荷を
生じさせた。この処理は、トップシート全体又はトップシートの一部分（濡れている部分
、トップシートの中部３分の１）に亘って適用されて良い。任意に処理したポリエチレン
不織布又はフィルムをＰＥＩ及びＰＡＡ溶液に浸けて（又はスプレー、プリント、ロール
コーティングして、ＰＥＩ（ポリエチレンイミン）とＰＡＡ（ポリアクリル酸）との交互
の自己集合性の層を形成する。少なくとも１つの、好ましくは少なくとも２つの相が適用
される。すすぎ工程を、コーティング段階の間に使用して良く、必要であれば過剰なポリ
マーを除去して良い。代替的には、ＰＥＩの代わりに、ポリアリルアミン塩酸（ＰＡＨ）
又は任意の他のアミン系ポリマーを使用して良い。コーティング工程は、ＰＥＩ又はポリ
アミン層の堆積によって終了する。
【０１２６】
　次いで、ＰＥＩまたはポリアミノ表面に対する適切なブロックコポリマー、例えば、Ｐ
ＡＡ－ＰＳのポリマーオンポリマースタンプによって、疎水性領域のパターンを生じさせ
る。結果として得られた表面は、親水性領域に水滴を固定することが可能である。
【０１２７】
実施態様２
　実施態様１で作製したパターンを有する表面に、親水性領域上におけるポリ電解質多層
の更なる堆積によって、親水性の柱を形成して良い。この目的のために、ＬＢＬ技術と関
連して上述したものと同じポリアニオン性及びポリカチオン性ポリマー及び対応する堆積
条件を使用して良い。
【０１２８】
　結果として得られる表面は、十分に大きくなった際に表面へと転がり落ちる水滴を捕捉
するために良好である。さらに、これらの表面は、空気から水蒸気を除去して、おむつ内
のより快適な環境を作り出すことが可能である。この場合において、開口フィルムを基材
として使用して、トップシートが底部において疎水性であっても、流動体をおむつに進入
させて良い。
【０１２９】
実施態様３
　疎水性の基材、例えば、トップシートとして使用されるポリオレフィンに基づく不織布
又は有孔フィルムは、高エネルギー表面処理（例えば、コロナ放電）に任意に供されて、
表面全体に（負の）表面電荷を生じさせる。好ましくは、負電荷の一時的な形成を生じさ
せる高エネルギー処理のための条件を選択する。
【０１３０】
　正に荷電したポリマーとして、好ましくは、上述のポリカチオン性ポリマーの１つを、
所望のパターンにおいてプリント工程によって適用する。好ましいプリント工程は、達成
する高い正確性の観点から、微細なパターンのためのインクジェットプリントであるが、
他のプリント工程、例えば、ロールプリントをより大きなパターンに使用して良い。非常
に小さいパターンを作製するために、マイクロコンタクトプリント（ポリマーオンポリマ
ースタンプ）を使用して良い。水溶液からのポリカチオン性ポリマーの堆積後に、基材を
任意に水ですすぐ。
【０１３１】
　所望の場合には、反対電荷の第二のポリマー層、つまり、ポリアニオン層を、その水溶
液に基材を浸けるか又はスプレー、ロールコーティングなどによって適用して良い。ポリ
アニオン性ポリマーは、プリントした領域にのみ接着するであろう。
【０１３２】
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　結果として得られるポリ電解質二層パターンを有する基材を、任意に水で再びすすぐ。
この堆積サイクルを繰り返して、更なる層を作製する。
【０１３３】
　更なる堆積サイクルを実施する場合には、基材をポリカチオン性ポリマー溶液に新しく
接触させる前に、疎水性の基材上の負電荷が消えるのを待つことが好ましい。この前提条
件下において、ポリカチオン性ポリマーが、最上層としてポリアニオン性ポリマーを有す
る多層パターンに最大の接着を示すであろう。
【０１３４】
　他の疎水性の基材、例えば、ポリオレフィン系有孔フィルム材料を同じ様式で処理して
良い。
【０１３５】
実施態様４（選択的な溶解及び架橋）
　実施態様３に例示した疎水性の基材を、高エネルギー表面処理、例えば、コロナ放電処
理に任意に供して、負の表面電荷を生じさせる。
【０１３６】
　基材を、塩酸でｐＨ３に調節したポリ（アクリル）酸の水溶液及びポリ（アクリルアミ
ド）の水溶液に次々に浸けて、ＰＡＡ及びＰＡＡｍの交互の層を作製する。その層を任意
に塩酸の希釈溶液（ｐＨ３．０）で任意にすすいで、過剰なポリマーを除去して良い。
【０１３７】
　所望の数の層を適用した後に、除去するために選択した領域のパターンを、３．０より
高いｐＨを有する水溶液／水と接触させる。好ましくは、中性の水又はｐＨ７の緩衝液（
例えば、リン酸環漿液）を使用する。原則として、除去する領域の大きさに依存して、架
橋工程の前に、例えば、集中的な水の噴出によって、水溶液／水との接触及び除去を１つ
の工程で実施して良い。
【０１３８】
　しかしながら、一般的には、まずコーティングを乾燥及び架橋工程に供することが好ま
しい。架橋は、被覆した基材を９０℃に少なくとも８時間に亘って加熱することによって
熱的に生じさせて良い。この架橋工程の間において、水と接触していないコーティング領
域のみが、無水物又はイミド結合の形成などの架橋化学反応を起こすことが可能である。
【０１３９】
　続いて、コーティングを水で洗浄して、水と事前に接触していない非架橋領域を除去し
、それによって基礎をなす疎水性の基材を露出させる。この様式において、少なくとも１
つの親水性及び疎水性領域のパターンが形成されて良い。この工程の詳細に関しては、Ｇ
．　Ｄｅｃｈｅｒ　ａｎｄ　Ｊ．Ｂ．　Ｓｃｈｌｅｎｏｆｆ（Ｉｂｉｄ）によって編集さ
れた「Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ　ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍｓ」及びここに引用されている文献を
参照して良い。
【０１４０】
　親水性化高エネルギー表面処理にもかかわらず、表面上に生じた（負）電荷が、時間の
経過と共に消える傾向があり、表面が本来の疎水性状態に戻るか又は近くなることに注意
すべきである。
【０１４１】
実施態様５
　処理した基材（例えば、親水性の不織布又はティッシュペーパー）が本来親水性である
場合には、高エネルギー表面処理は必要ではない。次いで、親水性／疎水性パターンは、
少なくとも１つの疎水性領域を有する適切なブロックポリマー又は疎水性の主鎖を含むグ
ラフトポリマーの最終的な層を、連続するポリ電解多層コーティングに対して、１つのパ
ターンで選択的に適用することによって達成して良い。親水性ポリマーは、ポリマーオン
ポリマースタンプとの関連で上述したポリマーによって例示されて良い。前記親水性ポリ
マーは、反対電荷を示すことによって上部のポリ電解質ポリマー層に選択的に結合する官
能基、例えば、カチオン性又はアニオン性基を好ましく含む。
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【０１４２】
実施態様６（パターン化コロナ処理）
　（任意に有孔の）ポリエチレン系不織布又は有孔フィルム、好ましくはトップシートの
製造に使用するタイプのものを、高エネルギー表面処理、例えば、コロナ放電又はプラズ
マ処理に供して、疎水性表面上に負電荷のパターンを作り出す。前記パターンは、好まし
くは、処理した領域が穿孔を包み込むか又は取り囲むような様式で穿孔に一致するように
適用する。
【０１４３】
　結果として得られた不織負又はフィルムを、次いで、適切なポリカチオンポリマー、例
えばポリアクリル酸（ＰＡＡ）の水溶液、及びポリアニオン性ポリマー、例えばポリ（ア
リルアミン塩酸）（ＰＡＨ）の水溶液に交互に浸けて、少なくとも２つのコーティング層
を堆積させる。各々の水溶液に浸ける工程の後に、不織布又はフィルムを水で任意にすす
ぐ。この堆積サイクルを繰り返して、所望の数の層を形成して良い。最終的な堆積工程の
後に、不織布又はフィルムを再び水で任意にすすぎ、次いで乾燥させる。

【手続補正書】
【提出日】平成19年8月2日(2007.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失禁防汚用品
などの吸収性物品であって、当該吸収性物品の少なくとも一部分が、少なくとも１つの親
水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも１つの親水
性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分上にコーテ
ィングとして存在し、前記少なくとも１つの親水性領域がポリ電解質の層、特にポリ電解
質の多層によって形成されることを特徴とする、吸収性物品。
【請求項２】
　前記部分が液体透過性カバーシートである、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記パターンが規則的である、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、少なくとも１つの親水性領域の面に対して上部に
ある、請求項１から３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記親水性領域が１つの連続する疎水性領域に取り囲まれている、請求項１又は４に記
載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記親水性領域が円の形状を有する、請求項５に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記親水性領域又は疎水性領域の少なくとも一部分が１００μｍ未満の直径を有する、
請求項１、４、５、又は６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記パターンを含む吸収性物品の部分が、規則的なパターンの穿孔を有する有孔プラス
チックフィルム又は不織布であり、親水性領域が、前記親水性領域が前記穿孔を取り囲む
か又は包み込む様式で、前記穿孔に一致して適用されている、請求項２に記載の吸収性物
品。
【請求項９】
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　前記親水性領域が、水素供与基を含む少なくとも１つのポリマー及び／又は水素受容基
を含む少なくとも１つのポリマーによって形成される、請求項１から８のいずれか一項に
記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記ポリ電解質の多層が、少なくとも１つのポリカチオン性ポリマーと少なくとも１つ
のポリアニオン性ポリマーとのレイヤーバイレイヤー（ＬＢＬ）堆積によって得られる、
請求項８に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記ポリカチオン性ポリマーが、カチオン性又はカチオン変性ポリサッカリド、ポリア
リルアミンホモ又はコポリマー、ポリビニルアミンホモ又はコポリマー、あるいはポリエ
チレネミンから選択される、請求項１０に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記ポリアニオン性ポリマーが、（メタ）アクリル酸ホモ又はコポリマー、及びアニオ
ン性又はアニオン変性ポリサッカリド誘導体から選択される、請求項１０に記載の吸収性
物品。
【請求項１３】
　前記親水性領域を構成するポリマーが架橋されている、請求項１０から１２のいずれか
一項に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分が有する親水性コーティン
グ上の部分的なコーティングとして存在し、少なくとも１つの疎水性領域によって被覆さ
れていない親水性コーティングの領域が、少なくとも１つの親水性領域を形成する、請求
項１から１３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの疎水性領域が、ブロックコポリマーの少なくとも１つの疎水性部
分又は疎水性の主鎖を含むグラフトポリマーによって形成される、請求項１から１４のい
ずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの親水性領域及び少なくとも１つの疎水性領域のパターンが、（ｉ
）少なくとも１つの疎水性部分とカチオン性又はアニオン性の基を含む少なくとも１つの
親水性部分とを有するブロックコポリマー、あるいは（ｉｉ）カチオン性又はアニオン性
の基を含む少なくとも１つの親水性側鎖がグラフト化された、疎水性の主鎖を含むグラフ
トポリマーの層を、ポリ電解質の層、特に前記親水性部分又は親水性側鎖に対して反対電
荷を示すポリ電解質ポリマー層を上層として有する多層の上にスタンプすることによって
得られる、請求項１から８及び１０から１２のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１７】
　更に別のポリ電解質多層の１つ以上の柱が、少なくとも１つの親水性領域に堆積されて
いる、請求項１４又は１６に記載の吸収性物品。
【請求項１８】
　少なくとも１つの親水性領域が、吸収性物品の疎水性部分上でパターンを形成する、請
求項１から１３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１９】
　前記吸収性物品の疎水性部分が、少なくとも１つの親水性領域でコーティングする前に
、高エネルギー表面処理に供される、請求項１８に記載の吸収性物品。
【請求項２０】
　前記高エネルギー処理がパターン形状で適用される、請求項１９に記載の吸収性物品。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの親水性領域が、水素供与基を有する１つの中性ポリマーと水素受
容基を有する１つの中性基との交互の層によって形成される、請求項１９に記載の吸収性
物品。
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【請求項２２】
　前記少なくとも１つの親水性領域が、架橋された親水性ポリマーを含む、請求項１９又
は２１に記載の吸収性物品。
【請求項２３】
　少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の親水性部分上にパターンを形成する、請
求項１から７及び１５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項２４】
　おむつ、おむつパンツ、パンティーライナー、サニタリーナプキン、又は失禁防汚用品
などの吸収性物品用の液体透過性カバーシートであって、当該カバーシートが、少なくと
も１つの親水性領域と少なくとも１つの疎水性領域とのパターンを含み、前記少なくとも
１つの親水性領域及び／又は前記少なくとも１つの疎水性領域が、吸収性物品の前記部分
上のコーティングとして存在し、前記少なくとも１つの親水性領域がポリ電解質の層、特
にポリ電解質の多層によって形成されることを特徴とする、吸収性物品用の液体透過性カ
バーシート。
【請求項２５】
　前記コーティングが請求項２から２３のいずれか一項に規定のものである、請求項２４
に記載のカバーシート。
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